
帝京短期大学　こども教育学科　通信教育課程

［スクーリング（夏期・冬期・春期）講義日程］　（2024年度予定）

1時限目 2時限目 3時限目 4時限目 5時限目 6時限目

《授業時間》 ※1 履修条件科目が受講済であることが必要です。詳細は学生便覧P.16～17(5)履修条件科目を参照してください。
1時限：8:40～10:10 ※2 事前にレポート提出が必要となります。

2時限：10:15～11:45 ※3 英語コミュニケーションは、2期10日間の受講となります（1期のみの受講はできません）。

3時限：11:50～13:20 ※4 2019年度以降入学生対象科目です。授業は全8回となり3日間実施予定です。

授業時間は、1・2日目が3時限、3日目（最終日）は2時限実施予定です。
4時限：14:00～15:30 ※5 「こども演習」の授業は全8回。1日目と3日目は3時限、2日目は2時限で実施予定です。

5時限：15:35～17:05
6時限：17:10～18:40
★週末ｽｸｰﾘﾝｸﾞと時間が異なります 【注意事項】

(1) スクーリング会場は、本学（幡ヶ谷会場）のみで開講します。
(2) Ａコース・Ｂコースは、日程の違いを区別するためのもので、授業内容は同一です。 

(3) 受講申込者が定員を超えた場合、受講を制限します。また、申込人数が定員に満たない場合は非開講となります。
(4) 同一日程（一部含む）の科目は重複して申込することができません。

(5) 同一科目を連続した期で再受講することはできません（無資格の場合を除く）。

(6) 都合によりスクーリング日程を変更する場合があります。詳細は後日送付される各期スクーリング案内冊子を
確認してください。　　

2024.3

A こどもの食と栄養 1

A・B 英語コミュニケーション（2/2）※3 1 A・B

3 A・B 乳児保育Ⅱ※1/乳児保育 3 A・B

1 A・B 英語コミュニケーション（1/2）※3

Ⅰ
期

2/25（火）
～3/1（土）

B 保育内容指導法（人間関係・言葉）※1 2 B 保育実習指導Ⅰ

1 B こどもと表現 1 B 障害児保育※2※4　◎2/25（火）～27（木）

A 特別支援教育※2※4　◎8/15（木）～17（土）

情報基礎演習Ⅰ

3 A 社会的養護Ⅱ※1/社会的養護内容

教職実践演習（幼稚園）※1

1

＊＊＊［週末スクーリング講義日程］は裏面に記載＊＊＊

B こどもと音楽/音楽実技

3 B 保育実習指導Ⅱ・Ⅲ※1 3 B 子育て支援※4　◎3/5（水）～7（金）

Ⅱ
期

3/3（月）
～3/7（金）

2 B 体育実技 2

昼休み

春
期

2

冬
期

Ⅰ
期

1/20（月）
～1/24（金）

1 B こどもの食と栄養

2 A・B 保育内容指導法（表現）※1

保育内容総論

特別支援教育※2※4　◎1/20（月）～22（水）

Ⅴ
期

8/26（月）
～8/30（金）

2 B 教育実習指導

1 B

B 社会的養護Ⅱ※1/社会的養護内容

2 A 教育実習指導

3 3 B

情報基礎演習Ⅱ※1

保育実習指導Ⅱ・Ⅲ※1 3 A 子育て支援※4　◎8/19（月）～21（水）

1

3 A

1 A・B

1 障害児保育※2※4　◎8/19（月）～21（水）

2 A・B こどもの理解と援助

A

2 A 保育内容指導法（人間関係・言葉）※1 2 A こどもと音楽/音楽実技

A・B

Ⅲ
期

8/13（火）
～8/17(土）

A 保育内容総論

Ⅱ
期

2 A 保育実習指導Ⅰ

3

2 A・B こどもの健康と安全※1/子どもの保健演習※1 2 A・B 保育内容指導法（健康・環境）※18/5（月）
～8/9（金）

1

Ⅳ
期

8/19（月）
～8/23（金）

A こどもと表現

2 A 体育実技

保育実践演習※1　◎8/13（火）～15（木）

日　程

午　　前 午　　後

開講
学年 ｺｰｽ

開講
学年

コース
科目名 科目名

夏
期

Ⅰ
期

7/29（月）
～8/2（金）

1 A・B こども演習※2※5　◎7/29（月）～31（水）

3

夏期・冬期・春期スクーリングは、５日間の集中講義で開講します（一部開講日数が異なる科目があります）。

原則、前期生は夏期を中心とした『Aコース』、後期生は、冬期・春期（一部翌年夏期）を中心とした『Bコース』で受講します。

（注）事情によって受講できなかった科目、もしくは不合格になった科目については、日程を変更して（前期生がＢコース、後期生がAコースで受講すること）

受講することが可能です。ただし、定員に空きがあった場合に限ります。その場合、1クラスの受講数に限度がありますので、定員を超えた場合は、

以下の制限を設けます。

①開講学年の学生を優先とします。 ②Ａコースは前期生、Ｂコースは後期生を優先とします。

③下級生より上級生を優先とします。 ④複数の同条件の学生が申込をし、定員に限りがある場合には抽選とします。


